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第
３
分
科
会
（
南
部
協
議
会
）

M
＆
A
を
生
か
し
た

中
小
企
業
三
つ
の
選
択
！

続
け
る
。始
め
る
。軟
着
陸
す
る
。

第３分科会の概要報告は報告内容を要約して掲載する
方式ではなく、印象に残った部分や経営者の皆様に特
に知っておいていただきたい部分などを広報部の判
断にて抽出、意訳した紙面構成とさせていただきました。

経
営
者
保
証
の
現
状
に
つ
い
て

経
営
者
へ
の
貸
付
等
に
よ
る
資
金
流
出
の
防

止
□
経
営
者
が
法
人
の
事
業
活
動
に
必
要
な
本
社
・

工
場
・
営
業
車
等
の
資
産
を
所
有
し
て
い
る
場

合
、
法
人
所
有
と
す
る
こ
と

法
人
と
個
人
の
一
体
性
の
解
消
で
す
が
こ
れ

を
わ
か
り
や
す
く
言
う
と
、
社
長
の
財
布
と
会
社

の
財
布
を
一
緒
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
例
え
ば
、
社
長
の
飲
み
食
い
代
を
会
社

の
経
費
で
払
っ
て
い
た
り
、
経
営
者
に
事
業
に
関

係
な
い
貸
付
等
が
さ
れ
て
い
な
い
か
。
金
融
機
関

は
そ
う
い
っ
た
観
点
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

②
財
務
基
盤
の
強
化

□
業
績
が
堅
調
で
十
分
な
利
益
（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ

ロ
ー
）
を
確
保
し
て
お
り
、
内
部
留
保
も
十
分

な
場
合

□
業
績
は
や
や
不
安
定
だ
が
、
業
績
の
下
振
れ
リ

ス
ク
を
勘
案
し
て
も
、
内
部
留
保
が
潤
沢
で
借

入
金
全
額
の
返
済
が
可
能
と
判
断
で
き
る
場

合
□
内
部
留
保
が
潤
沢
で
は
な
い
も
の
の
、
好
業
績

が
続
い
て
お
り
、
今
後
も
借
入
を
順
調
に
返
済

し
得
る
だ
け
の
利
益
（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
）

を
確
保
す
る
可
能
性
が
高
い
場
合

よ
く
経
営
者
保
証
を
解
除
し
て
欲
し
い
と
金

融
機
関
に
言
う
と
、
な
か
な
か
今
の
収
支
状
況
だ

橋
野 
永 
氏

金
融
庁
監
督
局
総
務
課
監
督
調
査
室

ド
ラ
イ
ン
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
は
、
中
小
企
業
者
が
次
の
三

つ
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
を
将
来
に
亘
っ
て
充
足
す
る

と
見
込
ま
れ
る
と
き
に
は
、
金
融
機
関
が
経
営
者

保
証
を
求
め
な
い
可
能
性
や
代
替
的
な
融
資
手
法

を
活
用
す
る
可
能
性
を
検
討
す
る
旨
が
規
定
さ
れ

て
い
る
。

①
法
人
個
人
の
一
体
性
の
解
消

□
社
会
通
念
上
適
切
な
範
囲
を
超
え
る
法
人
か
ら

「
個
人
保
証
に
依
存
し
な
い
融
資
慣
行
の
確
立

に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
」お
話
を
伺
っ
た
。

橋
野
氏
は
大
学
卒
業
後
、
政
府
系
金
融
機
関

に
就
職
し
、
そ
の
後
金
融
庁
に
入
庁
し
た
と
い
う

実
務
を
十
分
に
理
解
し
た
経
歴
の
持
ち
主
の
方
で

す
。「

経
営
者
保
証
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
は
、

金
融
関
係
者
、
中
小
企
業
団
体
、
専
門
家
等
の
研

究
会
に
て
策
定
さ
れ
平
成
二
六
年
二
月
か
ら
適
用

開
始
さ
れ
て
い
る
法
的
拘
束
力
な
し
の
自
主
ガ
イ
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第
３
分
科
会

日
本
政
策
金
融
公
庫
の
「
事
業
継
承
支
援
」
の
取
組
み
に
つ
い
て

吉
村
英
行 

氏

日
本
政
策
金
融
公
庫
　
国
民
生
活
事
業
本
部
　
事
業
承
継
支
援
室

日
本
政
策
金
融
公
庫
は
、
民
間
金
融
機
関
の

取
り
組
み
を
補
完
し
、
事
業
に
取
り
組
む
方
々
を

支
援
す
る
政
策
金
融
機
関
で
、
二
〇
〇
八
年
設

立
、
株
式
は
一
〇
〇
％
国
が
保
有
し
、
職
員
数
約

七
四
〇
〇
名
、
全
国
に
一
五
二
支
店
が
あ
り
、
総

融
資
残
高
は
約
二
九
兆
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国

民
生
活
事
業
、
農
林
水
産
事
業
、
中
小
企
業
事
業

の
三
つ
の
事
業
部
門
に
分
か
れ
て
い
る
。

国
民
生
活
事
業
で
は
、
小
規
模
な
事
業
者
の
方

へ
の
小
口
資
金
融
資
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
私
た

ち
は
、
各
支
店
担
当
者
が
高
齢
の
経
営
者
（
具
体

的
に
は
六
五
歳
以
上
が
経
営
者
）
の
方
と
接
触
す

る
際
に
事
業
承
継
診
断
を
行
い
、
事
業
承
継
に
関

す
る
課
題
や
ニ
ー
ズ
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

事
業
承
継
支
援
は
昨
年
度
約
七
万
件
実
施
し

と
難
し
い
で
す
ね
と
言
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
か

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
財
務
基
盤
の
強
化
の
観
点

で
法
人
だ
け
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
で
借
入
金
が

返
せ
る
か
ど
う
か
、
そ
う
い
っ
た
目
線
で
金
融
機

関
は
見
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
具
体
的
な
水
準
、

何
年
で
返
済
で
き
れ
ば
い
い
の
か
、
と
い
う
と
こ

ろ
は
具
体
的
な
定
め
が
な
く
、
各
金
融
機
関
で
目

線
が
違
う
と
こ
ろ
で
す
。
A
銀
行
に
相
談
し
た

ら
解
除
し
て
く
れ
た
け
れ
ど
も
、
B
銀
行
で
は

解
除
で
き
な
か
っ
た
、
そ
う
い
っ
た
ケ
ー
ス
が
あ

る
と
ご
認
識
く
だ
さ
い
。

③
財
務
状
況
の
適
時
適
切
な
情
報
開
示

□
本
決
算
の
報
告
の
ほ
か
試
算
表
、
資
金
繰
り
表

等
の
定
期
的
な
開
示

適
時
適
切
な
情
報
開
示
に
つ
い
て
で
す
が
、
こ

れ
は
、
経
営
者
保
証
に
限
ら
ず
、
皆
様
に
金
融
機

関
担
当
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に

と
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。当
然
、

決
算
書
は
融
資
先
金
融
機
関
に
提
出
し
て
い
る
か

と
思
い
ま
す
が
、
金
融
機
関
の
信
頼
を
得
る
意
味

で
も
、
試
算
表
や
資
金
繰
り
表
、
こ
う
い
っ
た
も

の
を
定
期
的
に
開
示
し
て
く
だ
さ
い
。
経
営
者
に

は
、
こ
の
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
金
融

機
関
と
取
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

金
融
機
関
は
、
こ
の
三
つ
の
観
点
を
総
合
的
に
勘

案
し
て
、
経
営
者
保
証
の
必
要
性
を
判
断
し
て
い

て
お
り
、
後
継
者
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
場
合
は
、
事

業
承
継
の
進
め
方
に
関
す
る
情
報
提
供
と
し
て

「
つ
な
ぐ
ノ
ー
ト
」を
提
供
す
る
ほ
か
、事
業
承
継
・

引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
等
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

後
継
者
の
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
場
合
は
、
第
三
者

承
継
に
関
す
る
知
識
の
習
得
な
ど
が
で
き
る
「
ゆ

ず
る
ノ
ー
ト
」を
提
供
す
る
ほ
か
、事
業
承
継
マ
ッ

チ
ン
グ
支
援
の
ご
案
内
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
「
つ
な
ぐ
ノ
ー
ト
」
と
「
ゆ
ず
る
ノ
ー
ト
」

は
、
事
業
承
継
の
入
門
編
の
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
と
し

て
好
評
で
、
つ
な
ぐ
ノ
ー
ト
は
二
〇
万
部
、
ゆ
ず

る
ノ
ー
ト
は
三
万
部
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

次
に
事
業
承
継
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。
後
継
者
不
在
の
企
業
と
、
創
業
希

望
の
方
、
ま
た
事
業
拡
大
を
図
り
た
い
企
業
を

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
報
告
か
ら
、
経
営
者
保
証
に
依
存
し
な

い
融
資
慣
行
の
確
立
に
向
け
た
金
融
庁
の
取
り
組

み
、金
融
機
関
の
対
応
を
体
系
的
に
理
解
で
き
た
。

我
々
は
、
ま
ず
は
収
益
力
を
強
化
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
ク
リ
ア
し
、
そ
の
後
は
粘
り
強
く
交
渉
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

■




